





































































目 科 種名 　　　　　　　総水銀濃度（μg／g湿重量）検体数　　　　最小値　　最大値　　平均値
　　　　　水分（％）
±SD　　（最小値一最大値）
アンコウ目　アンコウ科 アンコウ 2 0，072 0．125 0，099 84．5－84．9















カジカ科 カジカ 2 0．063 0．206 0．135 79．2－79．3






















カレイ目　カレイ科 カレイ類 8 0．011 0．033 0．024 0．009 76．9－81．7
ヒラメ科 ヒラメ 1 0．040 78．7
サケ目 キュウリウオ科　シシャモ 5 0．012 0．038 0．023 0．011 72．6－76．2
サケ科 サケ 10 0．018 0．030 0、023 0．004 70．9－76．7
スズキ目　　アジ科 フクラゲ 1 0．036 76．2
ハタハタ科 ハタハタ 3 0．015 0．034 0．022 0．010 74．9－77．9












目 科 種名 　　　　　　　総水銀濃度（μg／g湿重量）検体数　　　　最小値　　最大値　　平均値
　　　　　水分（％）
±SD　　（最小値一最大値）
ホヤ目 ホヤ科 ホヤ 1 〈0．005 83．9
エビ目 タラバガニ科　ハナサキガニ　　1 0．009 78．3
タラバエビ科　アマエビ 1 0，051 79．0
ウグイスガイ目　イタヤガイ科ホタテガイ 3 0．006 0．013 0．011 0．004 76．9－83．4
イタボガキ科　カキ 8 0．OlO 0．058 0．021 0．016 80．4－89．1
マルスダレガイ目　バカガイ科　　ホッキガイ 4 0．007 0．010 0．008 0．001 81．3－86．1
タコ目 タコ 1 0．023 83．4
ツツイカ目　　アカイカ科　　イカ 6 0．013 0．044 0．029 0．012 76．4－78．3
水銀の暫定的規制値：総水銀濃度　0．4μg／g
あった．
　アンコウ，タラ，メヌケといった200m以深に生息す
る魚種は，過去の報告と同様に高い総水銀濃度を示し
た8－12・14）．
　本調査からカサゴ目，特にフサカサゴ科の魚類とアイナ
メ科のアイナメから0．ユμg／g以上の総水銀濃度が検出さ
れた．しかし，同じアイナメ科であっても遊泳性のホッ
ケ18）の総水銀濃度は，アイナメの1／2程度であり，生息
環境の違いが総水銀濃度に影響を与えていると考えられた．
これらの詳細を明らかにするためには，今後もさらなる
データの蓄積を図る必要があると考えられる．
　今回の調査においても，規制対象外のメヌケを除き，魚
介類中の総水銀濃度は，暫定的規制値0．4μg／gを超えな
かった．しかし，メチル水銀の耐用摂取量が2，0μg／kg
体重／週に引き下げられ，妊婦の一部魚介類摂取に目安が
設定されるなど5），安全性への関心が高まるなか，魚種に
よっては，暫定的規制値の1／2に近い総水銀濃度が検出さ
れており，今後も魚介類の総水銀濃度を継続的に測定して
いく必要がある．さらには，分析データの少ない，缶詰を
はじめとする魚介類加工品の調査も急務であると考える．
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　本稿を終えるにあたり，検体採取などにご’協力頂きまし
た北海道保健福祉部保健医療局食品衛生課ならびに各保健
所の関係各位に深謝いたします．
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